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医療のかかり方に関する現状①

適切な医療機関・診療科の選択や、そもそも医療機関にかかる必要があるのか等について、
その判断に困難を抱えている人も多い。

患者が適切な受診行動を選択できないことにより、患者側にも費用・時間の両面においてコス
トが生じていると考えられる。

適切な医療機関・診療科選択の困難と患者の負担

H28.1.15～H29.1.14 救急相談データ

【表１】横浜市救急相談センターへの問い合わせ結果

【表２】日頃から決まって診療を受ける医師・医療機関を持たない理由

割合

あまり病気をしないから 47.7%

その都度、適当な医療機関を選ぶ方がよいと思うから 15.0%

適当な医療機関をどう探してよいのか分からないから 13.9%

適当な医療機関を選ぶための情報が不足しているから 8.0%

その他・特に理由はない 30.9%

平成29年9月医療・医療保険制度に関する国民意識調査報告書（速報版）
（健康保険組合連合会） N=654
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【グラフ】病院の待ち時間の割合の推移（単位：％）

30分未満 30分～1時間未満

1時間～3時間未満 3時間以上
出典：受療行動調査

件数 割合

119番へ転送 15,122 13.2%

救急車以外の手段での速やかな受診を勧奨 32,759 28.6%

６時間以内の受診 31,427 27.4%

翌日日勤帯に受診を勧奨 19,078 16.6%

経過観察 7,131 6.2%

30分以上の待ち時間
約50%

【時間外診察に関する選定療養】

緊急の受診の必要性はないが患者が自由な選択に基づき、
自己の都合により時間外診察を希望した場合に、時間外診察
に係る特別の料金の徴収が可能。

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年10月5日）



 いきなり大病院にかからないような取組の推進
 かかりつけ医の推進
 地域の夜間・休日診療所の周知・普及
 #8000などの取組の推進

 平日でも受診できるような取組
 受診のために休暇を取りやすくする環境の整備

 不要不急時の時間外診療の抑制
 #8000などの取組の推進
 診療時間内の受診・病状説明を行うことの周知
 受診の目安や緊急時の対応についての情報提供

 上記取組に関する周知・普及・啓発

医師の長時間労働是正は、医師の健康確保や勤務環境改善のみならず、医療の質･安全確保上も重要な課題。医療機
関の取組や政策的支援に加え、医療関係者だけでなく、医療の上手なかかり方をみんなで考え、広める必要がある。

医療機関に上手にかかれるようにすることは、患者側にとっても、安心して必要な医療機関を受診できる環境を作るとと
もに、時間外・土日の受診、大病院への患者集中による混雑などによるデメリットも緩和することにつながる。

こうした取組は、治療と仕事の両立にも資するものであり、また患者が必要としない受診の減少にもつながることから、
企業や保険者にとっても好ましく、また地域医療提供体制構築のためにも重要なことから、企業、保険者、地方公共団体
を含め、広くの関係者の共通理解や協力を得ながら、取組を進めていく必要がある。

 大病院や土日祝日に外来患者が集中することによる、診察の待ち時
間の増加
（30分以上待った者：41%（H23）⇒45％（H26）（受療行動調査））

 受けられる医療の質の低下

 大病院や土日祝日に外来患者が集中することにより、丁寧な説明
を受けられない
（診療時間３分未満の者：13.6%（H23）⇒16.3％（H26）（受療行動調査））

 医師の疲労による診療への影響の懸念
 医療費・自己負担の増加
 重複診療の発生
 時間外診察に関する選定療養*の発生

* 緊急の受診の必要性はないが患者が自由な選択に基づき、自己の都合により時間外
診察を希望した場合に、時間外診察に係る特別の料金の徴収が可能。

医療のかかり方を改善する必要性

不適切なかかり方により生ずる事項

上記取組は、あくまでも患者・国民本位のものであるが、こうした取組を進めることにより、結果として医師

の働き方改善にもつながるもの。さらに、中長期的には、医師の人材確保や地域医療提供体制構築にも資
することから、将来にわたって安心して医療にかかれる社会をみんなで作っていく取組。

かかり方改善に向けた取組の方向性

医療のかかり方に関する国民の理解の必要性 上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年10月5日）
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H31.1.21修正

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年12月17日）
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上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年12月17日）
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上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年12月17日）
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上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年12月17日）
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上手な医療のかかり方を広
めるための懇談会資料（平
成30年12月17日）
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専門医療機関

医師会

歯科医師
薬剤師

看護師・准看護師
管理栄養士

ケアマネージャー
等

行政

連携

かかりつけ医

患者・国民からの健康にかかわる幅広い問題

地域での

医療・介護資源に
応じた対応

多職種間の連携
専門的な検査・治療
合併症への対応

生涯教育
地域の情報提供

診療・相談

訪問看護
訪問介護
服薬指導 等

専門医への紹介
症状改善後の受入

適切な受療行動、
重複受診の是正、
薬の重複投与の防止等
により医療費を適正化

日常の診療、疾病の早期発見、
重症化予防
適切な初期対応
専門医への紹介
症状改善後の受入れ

かかりつけ医を中心とした
「切れ目のない医療・介護」の提供

第３回 上手な医療のかかり方を広めるための懇談会
資料２（今村参考
人提出資料）

平成30年11月12日
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地域医療を守るための民間の取組（医師の働き方に着目したもの）

○ 地域医療を守るための民間の取組は多くあるが、そのうち、医師の働き方に着目した活動としては以下のよ
うなものが挙げられる。

「県立柏原病院の小児科を守る会」
の活動

「西脇小児医療を守る会」
の活動

「一般社団法人 知ろう小児医療守ろう
子ども達の会」の活動

概
要

• 丹生 裕子代表
• 2007年～

• 富永 なおみ代表
• 2008年～

• 阿真 京子代表
• 2007年～（法人化は2012年）

活
動
の
き
っ
か
け
、
経
過

 兵庫県丹波市における、県立柏
原（かいばら）病院の小児科にお
いて、２名の医師のうち１名が勤
務負担のために退職するとの報
道をきっかけに、子育て中の母
親が活動開始。

 自分たちでできることをするとい
う考えから、スローガンを作成。
１．コンビニ受診を控えよう
２．かかりつけ医を持とう
３．お医者さんに感謝の

気持ちを伝えよう

 活動開始後、この小児科の時間
外受診者数が半減。

 子どもの体調異変時の受診の目
安を示したフローチャートを作成
する等様々な活動を展開。

 子育て支援活動の中で、市立西脇病
院の小児科医が一人になり、入院診
療ができなくなっていることを知った
母親が、現状を一人でも多くの人に
知ってもらい、医師の負担を少しでも
減らそうと活動を開始。

 子育て中の保護者に、小児医療の現
状や医師不足の原因、子どもの病気
への対処法や予備知識を伝える「ス
タディママ勉強会」を開催。

 西脇市多可郡医師会が主導する地
域医療再生の動きともつながり、地域
を挙げた活動となっている。

 こうした活動により、深夜の軽症での
病院受診が減少。

 小児の救急外来の混雑、多忙な
医療従事者の様子を目の当たりに
したことをきっかけに、小児の休
日・夜間外来の９割以上が入院の
必要のない軽症であることを知る。

 保護者が子どもの病気について知
り、医療のかかり方を学ぶ機会を
作るため、様々な角度から活動。
講座や研修の開催のほか、講座を
開催するためのノウハウの提供も
実施。

※ このほか、静岡県富士宮市、宮崎県延岡市等の市民団体や、「地域医療を育てる会」などのNPO法人等が同様の活動を行っている。

第１回 上手な医療のかかり方を広めるための懇談会
参考資料２

平成30年10月５日

第６回医師の働き方改革に関
する検討会 資料３ （平成30年
1月15日） 一部加筆

10



【地域医療を守る条例を制定しHP掲載】

山口県周南市

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/28/3544.html

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年11月12日）
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【かかりつけ医についてHP掲載】

佐賀県唐津市

https://www.city.karatsu.lg.jp/hoken/hokeniryou/kakaritukei.html

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年11月12日）
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（中略）

茨城県城里町

http://www.town.shirosato.lg.jp/page/page002981.html

【救急医療のかかり方をHP掲載】

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年11月12日）
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群馬県前橋市における情報提供

概要

○乳幼児健診や全戸訪問の際などに、群馬県が作成したパンフレット等を用い、小児医

療のかかり方や#8000の周知を実施。

コンテンツの紹介

○乳幼児健診や全戸訪問の際に群馬県作成のパンフレット「子どもの救急ってどんなとき？」を配付

○出生後、予防接種等の情報を案内する際に名刺
サイズの＃８０００のチラシを封入

○前橋市独自で作成の母子手帳の別冊資料や子育
てガイドブックに夜間救急についての情報を掲載 ○幼児健診や健康相談・教室で＃８０００等の情報提供を実施

http://www.pref.gunma.jp/03/d1010006.html

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年11月12日）
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健康保険組合連合会

概要

コンテンツの紹介

○ はしご受診やコンビニ受診、休日・夜間の受診を控えるよう呼びかけている。
○ ＃８０００や、かかりつけ医について周知をしている。

https://www.kenporen.com/health-insurance/kashikoi_kanjya/

上手な医療のかかり方を広めるため
の懇談会資料（平成30年11月12日）
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医療のかかり方に関する保険者の取組例（協会けんぽ）

〇 医療費適正化の観点から、ホームページや広報誌、社会保険料納入告知書に同封する書面等におい
て、

①「かかりつけ医」をもち、「かかりつけ医」を受診すること、
②「ハシゴ受診」は大きな無駄につながること、
③時間外受診は割増料金であり、やむを得ない場合を除き時間外受診を控えること、
④子どもが軽い症状で、受診の迷った際はまず「小児救急電話相談（#8000）」を利用すること、
⑤適正受診は健康保険財政の改善につながること 等を訴求。

第１回 上手な医療のかかり方を広めるための懇談会
参考資料２

平成30年10月５日
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【令和元年度の取組（普及啓発事業として委託）】
１．「みんなで医療を考える月間」の実施

２．アワードの創設

３．国民全体に医療のかかり方の重要性に気づいて
もらうための普及啓発（CM等各種広告、著名人活用等）

４．信頼できる医療情報サイトの構築

５．#8000・#7119（存在する地域のみ）の周知

６．小・中学校及び母親学級等で医療のかかり方改善の
必要性と好事例の普及啓発

７．民間企業における普及啓発

医療のかかり方に係る普及啓発に向けた
国の令和元年度の取組

毎年11月を普及月間として啓発活動を開始

【H30.上手な医療のかかり方を広めるための懇談会】
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国民全体に医療のかかり方の重要性に気づいてもらうための普及啓発

○上手な医療のかかり方大使任命イベントの開催
日時：令和元年１１月１８日（月） １４：３０～１６：００
第１部：加藤厚生労働大臣より、デーモン閣下・中村仁美様を大使に任命
第２部：上手な医療のかかり方に関するシンポジウム
〇登壇者 デーモン閣下・中村仁美様

株式会社ワーク・ライフバランス代表取締役社長小室淑恵様
東京女子医科大学東医療センター救命救急センター医師赤星昴己様
一般社団法人知ろう小児医療守ろう子ども達の会代表阿真京子様
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医療のかかり方普及促進事業

○ 働き方改革実行計画（平成29年3月28日働き方改革実現会議決定）等を踏まえ、「医師の働き方改革に関する検
討会」が開催され、報告書（平成31年3月28日）が取りまとめられた。同報告書において、医師の勤務負担軽減・労

働時間短縮に向けて、医療提供者側の取組だけでなく、患者やその家族である国民の理解が欠かせないため、医
療機関へのかかり方を含めて国民の理解を得るための周知の取組を関係者が一体となって推進する必要がある
とされている。

【課題】

（事業内容）

・ 国民（患者）の医療機関へのかかり方に関する意識と行動の変革及び医療機関の負担軽減に向けた具体的な取
組を推進するための国民運動の展開

・ 上手な医療のかかり方について国民が理解しやすいように、分かりやすく情報を整理したウェブサイトの整備、啓
発資料の作成

・ 多様な取組主体が参画し、国民運動を広く展開していくためのイベント開催等の実施

厚生労働大臣表彰

ポスター等啓発資料の提供

医療関係者、企業、行政等が参画する国民運動の展開

イベント開催

毎年１１月の「かかり方月間」を中心に

・上手な医療のかかり方についての周知啓発

・関係機関・団体等による上手な医療のかかり方を広める取組
事例の展開

を実施する。
ウェブサイトの整備

令和２年度予算案 ２．１億円

※広告代理店等に業務委託
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外来医療のかかり方に関する国民の理解の推進に係る現状及び論点

【現状】

【論点】

○ 外来医療のかかり方について、国民にとって分かりやすい形で周知・啓発を進めていくために、
誰がどのような役割・取組を担っていくことが考えられるか。

○ 例えば、国において、上手な外来医療のかかり方のポイント、かかりつけ医をもつことのメリット
等を整理し、関係機関・団体が周知に活用できるツールを作成するとともに、国においても国民に
対して積極的に周知を図っていくことについて、どう考えるか。

○ 「上手な医療のかかり方を広めるための懇談会」において、平成30年12月に「『いのちをまもり、
医療をまもる』国民プロジェクト宣言！」を取りまとめ。同懇談会で、市民、行政、医師/医療提供者、
民間企業のアクションの例が整理された。

○ 様々な関係機関・団体により、上手な医療のかかり方を広めるための取組が行われている。

（例）
・ 医師会等における、かかりつけ医を中心とした切れ目のない医療・介護の提供の推進
・ 民間団体による地域医療を守るための取組（医療のかかり方に関する講座や研修等）
・ 地方自治体による地域医療を守る条例の制定、かかりつけ医の周知、救急医療のかかり方や＃8000(小児救
急電話相談)の周知、医療機能情報提供制度による各医療機関の医療機能・地域の医療連携体制の周知等
・ 保険者によるかかりつけ医の周知、いわゆるはしご受診･コンビニ受診を控えるよう呼びかけ等
・ 国による取組（国レベルでの啓発活動、関係機関・団体等による取組事例の普及等）
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